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開発成果

成果概要

水素は燃焼速度が都市ガスの 6 倍であるため火炎長が都市ガスと比較して大幅に短
く、燃焼温度も100℃程度も高くなるため、火炎サイズをマイクロ化して安定化を図
るとともに、数十から数百本を平面的に並べる構造を有する、「水素マイクロアレイバー
ナー」を開発した。これを加熱炉内に面的に配置すると加熱効率が 2 倍以上改善する
効果がある。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●面的加熱を可能とする水素バーナー
●バーナーノズルのマイクロ化と拡散方式の採用に
より高い火炎安定性を実現
●水素の高い燃焼速度を活かした短炎化と低輻射
加熱を実現

●低空気比かつ100ppm未満の低NOx化を実現

●マイクロバーナーは中心軸を同じにする円柱状の
マイクロ燃料ヘッドとマイクロ空気ヘッドで構成
●マイクロヘッド内径は2mm以下で上端はマイクロ
空気ヘッドの上端より上方に突出した構造

●マイクロバーナーの中心軸間の距離は200mm以
下に100～200本格子状あるいは千鳥状に配列

●空気と燃料は完全に分離して拡散式バーナーに
供給するため逆火の可能性なし

各マイクロバーナーを構成する拡散式 2 重管バー
ナーの内管と外管の突起長のバランスを最適化し、
水素の高い燃焼速度のために吹き飛びやすい火炎
を安定して定在化させるとともに、火炎全体で安定
燃焼する配置をシミュレーションを用いてデザインし
た。また、瞬時に全マイクロバーナーを安全に着火
するよう設計した。
火炎のマイクロ化によって、低空気比でも安定して
燃焼することにより低NOx化を実現した。

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

伊藤レーシングサービス株式会社　代表取締役　伊藤猛志郎
e-mail…: irs@itoracing.co.jp　電話番号：0564-84-2961　FAX：0564-84-2969
特願2017-230540

水素を燃料とする加熱炉用バーナー
～水素を燃料とするマイクロアレイバーナー～
●…名古屋大学…准教授　小林敬幸、研究員　李　軍　　●…伊藤レーシングサービス株式会社　伊藤猛志郎
●…有限会社アルファシステム　宮地光彦

ステンレスを用いて耐熱性を向上させた10kW水素マイクロアレイ
バーナー

積層造形で製作したチタン合金製10kW水素マイクロアレイバーナー

10kW水素マイクロアレイバーナー燃焼実験
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参画機関

●…名古屋大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…伊藤レーシングサービス株式会社
●…有限会社アルファシステム

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

2020年以降、世界的に社会構造の脱炭素化に向けた動きが加速される。産業プロセスで用いられる燃料を、
再生可能エネルギー由来やCO2貯留を伴う水素燃料へ転換する技術開発は、近未来の産業基盤を支えるため
にも必須要件である。
そこで、本研究開発では、水素への燃料転換を支える、水素炎を用いるCO2フリーの加熱炉やバーナーの基盤
技術の開発に取り組み、ユーザーから求められる加熱形態や被加熱物の物性に対応する新たな機能を備えた、
革新的な実炉やバーナーの先進デザイン研究と開発を行い、地域産業の未来の超低炭素型生産プロセスの基盤
技術を創出する。

●水素を燃料とする加熱炉用バーナー
●水素を燃料とするCO2フリー加熱炉

●排熱回収・高度利用技術

●…伊藤レーシングサービス株式会社　代表取締役　伊藤猛志郎

水素炎を用いる加熱炉の開発
～CO2フリーの革新的加熱炉～

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

当社は、燃焼分野で要求仕様に合わせた製品製作を
得意としてきたが、性能・試験評価については必ずし
も十分ではなかった。今回、当社で試作し大学および
公設試験場で試験、分析、評価いただき、その結果
を製作仕様に反映させ、性能と信頼性の向上が実現
できた。
当社としても、作り易さ、製造コスト低減といった観点
から試作機の改善に取り組むことができ、新商品開発
における当社の大きな実績となった。

水素炎を用いたバーナーで安定的な着火および燃焼が
確認できたが、今後、水素燃料と空気の出口径の最
適化が重要となる。
事業化に向けては、既存の燃焼炉に幅広く対応する
ため、複数の水素炎バーナーをモジュール化すること
で加熱炉の形状や大きさに自由に対応し、バーナーモ
ジュールを量産することによるコストメリットが得られ
るよう計画している。

伊藤レーシングサービス株式会社
伊藤猛志郎

名古屋大学
小林敬幸
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